
バイソレート浮き床施工事例（舞台装置浮き床仕様）

名古屋の劇場における、舞台装置の振動影響を改善する為に、湿式浮き床工法にバイソレート仕様が採用された。

舞台装置は中心部及び回転レール部に高荷重が掛かる為、荷重部には、セルダンパー（ウレタン防振材）を追加し

固有振動数 10Hz にする仕様で、バイソレートの選定を行った。

◆バイソレート仕様と割り付け図

                           図 バイソレート割り付け図

表  バイソレート仕様と防振性能

◆バイソレート及び追加セルダンパーの施工写真

   施工手順

バイソレート

敷き込み

バイソレート用

セルダンパー挿入

追加セルダンパー

挿入

1 回目プラダン

敷き込み

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

敷き込み

2 回目プラダン

敷き込み

バイソレート仕様

施工完了


